
第１３回佐賀地方・家庭裁判所委員会（合同開催）議事概要

１ 実施日時

平成２１年１１月６日（金）午後１時３０分～午後３時３０分

２ 開催場所

佐賀地方裁判所３階会議室

３ 出席者等

（１）地裁委員会委員（五十音順）

出席者 泉 俊 彦（株式会社サガテレビ取締役報道制作局長）

桑 原 直 子（佐賀地方裁判所唐津支部長）

角 敬一郎（佐賀県立致遠館高等学校教頭）

渡 口 鶇（佐賀地方検察庁次席検事）

中 村 健 一（佐賀県弁護士会弁護士）

服 部 悟（佐賀地方裁判所長）

裕（株式会社戸上電機製作所取締役管理本部長）  

宮 崎 和 彦（農業(佐賀農業共済組合理事)）

横須賀 巖（佐賀県医師会医師小野病院副院長）

（２）家裁委員会委員（五十音順）

出席者 古 賀 靖 之（西九州大学健康福祉学部教授）

田 中 敬 明（特別養護老人ホーム桂寿苑事務長）

中 島 千 枝（佐賀県ＰＴＡ連合会副会長）

服 部 悟（佐賀家庭裁判所長）

引 地 富佐子（株式会社ニューリード専務取締役）

福 井 京 子（佐賀市民生児童委員協議会副会長）

古 川 順 一（佐賀家庭裁判所判事）

山 田 忠 宏（佐賀地方検察庁検事）

（３）説明担当者



若宮部総括判事（刑事），徳田刑事首席書記官

（４）庶務

平辻地裁総務課長，川崎家裁総務課長

４ 議事

（１）所長あいさつ（服部所長）

（２）新任委員の紹介

裕地裁委員及び中島千枝家裁委員からの自己紹介

なお，欠席の宗孝子地裁委員については，委員長から紹介

（３）模擬裁判（現住建造物等放火事件の審理）

裁判員裁判用法廷で，委員長が裁判長役を，１号委員が陪席裁判官役，裁判

員役及び補充裁判員役をそれぞれ担当して，広報用ＤＶＤ「裁判員」の審理部

分をモニターで放映し，職員による実演を交えながら模擬裁判を実施した。

なお，法曹資格を有する委員は，傍聴席で模擬裁判を見学した。

（４）全体協議

（文中，○は学識経験者委員，●は法曹資格を有する委員，■は説明担当の

発言）

ア 模擬裁判を体験して

（審理について）

○ 実際の裁判員裁判では，今回のように裁判員一人一人が，被告人等に

対し，自由に質問ができるのか，それとも事前に質問内容を整理して割

当てが決められたり，質問時間が制限されたりするのか。

■ 事前に質問の割当てが決められるようなことはなく，疑問に思った点

は，自由に質問していただいて構わないし，時間制限もない。

○ 裁判員が裁判で被告人等に質問するためには，尋問の技術向上が不可

欠であると思った。そのためには，ある程度，訓練する機会が必要にな

ってくると思う。



● 本日も，また，これまでの各地の裁判員裁判でも，法律の専門家では

考えが及ばない良い観点からの質問がなされていると思う。

○ 実際の裁判員裁判において，裁判員は，犯罪事実の認定より事件の経

緯や動機の点に興味が向くと思う。

（量刑評議の在り方）

○ 犯罪事実の軽重が重要であるので，これを中心に評議をすべきと考え

る。

○ 犯罪事実の軽重も重要であるが，被告人の更生を念頭に置いて検討す

べきである。

○ ある犯罪を起こしたとき，どのような刑罰を科せられるのか，この点

を国民に知ってもらう必要があるが，この点も念頭に置いて評議すべき

である。

イ 全国の裁判員裁判の実施状況及び佐賀地裁に係属する裁判員裁判対象事件

について

○ 例えば，殺人事件の審理で，死体の写真等を見ることも予想されるが，

裁判員は，審理の過程で，かなり精神的な負担を強いられると思われる。

全国で行われた裁判員裁判で，裁判員が精神的に不安定になって精神疾

患に罹患した例があるのか。

● 裁判員が精神疾患に罹患した例は承知していないが，裁判員，補充裁

判員又はこれらであった方は，「裁判員メンタルヘルスサポート窓口」

に電話することによって，健康相談及びカウンセリングのサービスを受

けることができる。

○ 無罪等を主張する事件であれば，裁判員の負担が大きくなると思う。

● 裁判員裁判は，裁判員が一人だけで判断するものではなく，裁判員と

裁判官が，一つのチームとして審理に臨み，評議を行い，判決を宣告す

るものであり，その意味では，必ずしも重い負担を感じていただく必要



はないと考える。

● 検察官は，しっかりと証拠固めをして起訴することにより，裁判員の

負担に配慮している。

○ 佐賀地裁の裁判員裁判第１号事件は，４日間連続して審理を行う予定

になっており，また，これまでの裁判員裁判でも連日的開廷が行われて

いるが，裁判員にとって負担が大きいと思われるので，途中に休息日を

設けることも必要ではなかろうか。

○ これまでの裁判員裁判では，検察官の求刑に近い内容の判決が出され

ている印象がある。

５ 次回の予定

（１）日程

平成２２年５月２８日（金）午後１時３０分から（地裁委員会，家裁委員会

合同）

（２）意見交換テーマ

「裁判員裁判を実施して」（仮題）


